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遺
跡
は
、
出
石
町
と
豊
岡
市
の
境
界
近
く
に
位
置
し
、
北
側
を
流
れ
る
小
野

川
の
旧
河
道
も
し
く
は
そ
の
支
流
の
河
道
に
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当
す
る
も
の
と
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れ
る
。
調

査
は

一
九
八
八
年
に
も
行
わ
れ
、

二
点
の
木
簡
と
五
点
の
墨
書
土

器
が
出
上
し
て
い
る
。
今
回
は

そ
の
西
側
約
二
〇
〇
〇
ド
を
対

象
と
し
て
全
面
調
査
を
実
施
し

た
。
谷
南
側
の
袴
狭
遺
跡
と
は

石

約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
隔

っ
て
い
る
が
、

建

関
連
の
深
い
遺
跡
で
あ
る
。
遺

跡
周
辺
は
、
円
山
川
河
日
か
ら

約
二

一
血
上
流
に
な
る
が
、
標
高
六
を
八
ｍ
と
低
く
、
湿
地
化
し
て
お
り
、
調

査
の
結
果
で
も
常
に
河
川
の
氾
濫
に
あ

っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
木
簡
は

一
点
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
未
整
理
段
階
で
は
あ

る
が
墨
書
土
器
も

一
点
し
か
出
上
し
て
い
な
い
。
木
簡
が

一
点
の
み
で
硯
な
ど

の
遺
物
も
出
上
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
遺
跡
の
性
格
を
示
す
も
の
か
と
思
わ
れ

玄０
。今

年
度
調
査
に
よ
る
遺
構
は
、
大
別
し
て
二
面
あ
り
、
上
層
で
は
自
然
流
路

横
に
祭
祀
に
伴
う
道
を
作
っ
て
い
る
。
幅
三
！
五
ｍ
の
粗
柔
敷
き
の
道
で
、
道

上
に
人
形
、
斎
串
を
埋
納
し
た
土
坑
を
有
し
て
い
る
。
下
層
で
は
自
然
の
流
路

を
使
す
て
祭
祀
を
行
っ
て
お
り
、
多
量
の
人
形
、
馬
形
、
斎
串
を
は
じ
め
刀
形

・
刀
子
形
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形

・
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形

・
舟
形
な
ど
の
祭
祀
遺
物
が
約
二
万
点
以
上
出
土
し

て
い
る
。
木
製
遺
物
の
多
さ
に
比
べ
て
木
筒
が
少
く
、
出
土
遺
構
が
上
層
の
道

状
遺
構
横
の
自
然
流
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
調
査
し
た
遺
構
に
伴
う
も
の

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
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上
下
と
も
に
折
れ
て
い
る
断
片
で
あ
る
。
文
意
も
明
確
で
な
く
、
五
文
字
の

存
在
が
明
ら
か
な
だ
け
で
あ
る
。
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